
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

���

本
学
経
営
学
部
は
１
９
６

２
年
に
誕
生
。
「
理
論
と
実

践
の
融
合
」
の
教
育
方
針
の

下
、
常
に
時
代
の
変
化
に
沿

っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
刷
新
や

教
育
体
制
を
拡
充
。
卒
業
生

は
３
万
５
千
人
に
達
し
た
。

講
演
会
の
テ
ー
マ
は
「
不

易
流
行
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―

未
来
を
ひ
ら
く
人
材
―
」。

瓶
子
長
幸
学
部
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
宇
佐
美
嘉
弘

准
教
授
が
経
営
学
部
の
歩
み

を
紹
介
。

そ
の
あ
と
黒
岩
彰
氏
が
、

加
藤
茂
夫
教
授
（
創
立
５０
周

年
記
念
事
業
委
員
会
委
員

長
）
と
の
対
談
形
式
で
「
未

来
を
ひ
ら
く
人
材
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
し
た
。

専
大
入
学
時
、
当
時
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
監
督
で
あ

っ
た
前
嶋
孝
法
学
部
教
授

（
現
・
名
誉
教
授
）
と
の
出

会
い
に
よ
り
、
「
世
界
の
ト

ッ
プ
を
狙
わ
な
け
れ
ば
ス
ケ

ー
ト
を
や
る
意
味
が
な
い
」

と
決
意
。
大
学
１
年
次
に
世

界
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

で
総
合
優
勝
。

し
か
し
、
期
待
を
一
身
に

背
負
っ
て
臨
ん
だ
１
９
８
４

年
の
サ
ラ
エ
ボ
冬
季
五
輪
で

惨
敗
。
「
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
っ
て
守
り
の
姿
勢
と

な
っ
た
。
銅
メ
ダ
ル
を
取
っ

た
カ
ル
ガ
リ
ー
冬
季
五
輪

（
８８
年
）
よ
り
も
負
け
た
サ

ラ
エ
ボ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」

と
振
り
返
っ
た
。

現
役
を
退
き
、
専
大
の
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
監
督
を

務
め
た
の
ち
企
業
の
広
報
課

長
へ
転
身
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
を
手
に
夜
遅
く
ま
で
マ
ス

コ
ミ
各
社
を
走
り
回
っ
た
。

西
武
グ
ル
ー
プ
在
籍
時
は

堤
義
明
オ
ー
ナ
ー
（
当
時
）

か
ら
松
坂
大
輔
の
専
属
広
報

を
命
じ
ら
れ
、
タ
ブ
ー
と
さ

れ
て
い
た
Ｃ
Ｍ
出
演
や
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
グ
移
籍
に
深
く
か

か
わ
っ
た
。

「
人
材
を
育
成
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
常
に
変
わ
ら
な

い
土
台
部
分
と
、
環
境
の
変

化
に
応
じ
て
変
え
て
い
く
べ

き
部
分
が
あ
る
。�
こ
れ
を
や

れ
ば
絶
対
結
果
が
出
る
�
と

い
う
も
の
は
な
い
。
先
取
り

す
る
発
想
や
ア
イ
デ
ア
が
大

事
。
そ
れ
を
大
学
の
４
年
間

で
学
ん
だ
」と
締
め
く
く
っ
た
。

続
い
て
、
企
業
経
営
者
と

し
て
活
躍
す
る
森
田
隼
人
氏

（
平
１２
経
営
・
シ
ャ
ボ
ン
玉

石
け
ん
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
と
五
十
嵐
豪
氏
（
平
２０

経
営
・
料
理
研
究
家
、
㈱
フ

ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
代
表
取
締
役
）
に

よ
る
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

大
学
在
学
中
に
起
業
を
決

意
し
た
五
十
嵐
氏
は
「
ゆ
と

り
を
動
か
す
―
会
社
に
損
失

を
与
え
る
負
債

人
材
か
ら
利
益

を
運
ぶ
資
産
人

材
に
変
貌
さ
せ

る
―
」
と

題

し
、
ゆ
と
り
世

代
を
会
社
に
利

益
を
も
た
ら
す
人
材
に
育
て

る
に
は
経
営
者
や
管
理
職
が

彼
ら
と
ど
う
か
か
わ
る
か
で

決
ま
る
、
と
持
論
を
展
開
。

森
田
氏
の
講
演
は
、「『
シ

ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
』
に
秘
め

ら
れ
た
一
筋
の
理
念
」
。
同

社
は
６０
年
代
に
石
油
か
ら
作

る
合
成
洗
剤
を
主
力
に
売
上

を
増
や
し
た
が
、
先
代
社
長

で
あ
る
父
・
光
徳
氏
が
合
成

洗
剤
を
使
い
続
け
る
こ
と
の

危
険
性
を
知
り
「
化
学
物
質

や
添
加
物
を
使
わ
ず
、
昔
な

が
ら
の
無
添
加
石
け
ん
一
本

で
い
く
」
と
宣
言
。
７４
年
に

方
向
転
換
し
た
。

し
か
し
苦
難
の
道
を
た
ど

る
こ
と
に
な
っ
た
。
月
８
千

万
円
の
売
上
は
７８
万
円
に
、

１
０
０
人
以
上
い
た
従
業
員

は
５
人
に
な
り
、
赤
字
は
１７

年
続
い
た
が
、
「
安
全
、
安

心
の
製
品
を
届
け
る
」
信
念

を
貫
き
、
無
添
加
石
け
ん
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
地
歩

を
築
い
た
。

森
田
氏
は
本
居
宣
長
の

『
好
信
楽
』
か
ら
引
用
し
、

「
好
き
な
道
を
信
じ
抜
く
こ

と
で
苦
し
い
こ
と
で
も
楽
し

い
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
学
生
の
う
ち
に

多
く
を
吸
収
、
そ
れ
に
よ
っ

て
増
え
た
引
き
出
し
が
今
後

の
人
生
を
助
け
て
く
れ
る
だ

ろ
う
」
と
、
後
輩
に
エ
ー
ル

を
贈
っ
た
。

馬
塲
杉
夫
教
授
と
奥
村
経

世
准
教
授
を
交
え
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
会
場

の
企
業
経
営
者
や
教
員
か
ら

活
発
な
質
問
が
飛
び
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
講
演

会
は
幕
を
閉
じ
た
。

記
念
祝
賀
会
は
、
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
の
小
笠
原
英
司
明

治
大
学
大
学
院
長
の
祝
辞
の

あ
と
、
鏡
開
き
で
開
宴
。

音
楽
サ
ー
ク
ル
の
ス
カ
バ

ン
ド
研
究
会
ス
フ
ィ
ー
ダ
、

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
、E

m
o

H
i
l
l

、
男
声
合
唱
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
歌
や
演
奏
を
バ
ッ

ク
に
歓
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。ま
た
、講
演
会
で
講
師
を

務
め
た
料
理
研
究
家
・
五
十

嵐
氏
が
考
案
し
た
「
特
製
グ

リ
ー
ン
カ
レ
ー
」
が
お
披
露

目
さ
れ
た
。

経
営
学
部
創
立
５０
周
年
記
念
講
演
会
と
記
念
祝
賀
会
が
６
月
９
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
経
営
学
部
の
学
生
、
卒
業
生
、
教
員
ら
延
べ
３
０
０
人
が
参
加
。

講
演
会
で
は
、
富
士
急
ス
ケ
ー
ト
部
監
督
の
黒
岩
彰
氏
（
昭
５９
商
）
を
は
じ
め
３
人

の
卒
業
生
が
成
功
と
挫
折
の
秘
話
や
人
材
育
成
に
ま
つ
わ
る
体
験
談
を
披
露
。
参
加

者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

「
本
の
街
」
と
し
て
知
ら
れ
る
神

田
神
保
町
は
、
学
生
は
も
ち
ろ
ん
芸

術
家
、
文
化
人
、
学
者
ら
が
集
い
、

文
学
、
音
楽
、
芸
術
を
は
じ
め
大
衆

・
若
者
文
化
の
発
信
地
で
も
あ
る
。

そ
の
神
田
神
保
町
の
路
地
裏
「
す

ず
ら
ん
通
り
」
に
あ
る
信
画
堂
は
、

画
材
を
扱
い
、
店
内
に
画
廊
を
持

つ
。
店
舗
１
階
に
あ
る
販
売
店
脇
の

階
段
で
地
下
１
階
に
降
り
る
と
、
茶

室
が
備
わ
っ
た
小
さ
な
ア
ー
ト
ス
ペ

ー
ス
が
現
わ
れ
る
。

カ
ベ
に
は
、
日
本
の
フ
ォ
ー
ビ
ス

ム
の
巨
匠
・
林
武
の
女
性
画
が
数

点
。
い
ず
れ
も
１０
代
の
こ
ろ
の
作
品

で
、
赤
を
基
調
に
し
た
絵
の
具
が
盛

り
上
が
り
、
む
せ
か
え
る
よ
う
な
熱

気
で
見
る
者
に
迫
っ
て
く
る
。

「
作
家
は
勢
い
の
あ
る
若
い
こ
ろ

の
作
品
を
見
て
判
断
し
ま
す
。
上
手

・
下
手
の
問
題
で
は
な
く
、
自
己
主

張
が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
事
」
と
言

う
、
当
店
３
代
目
の
オ
ー
ナ
ー
新
居

邦
雄
さ
ん
。

さ
ら
に
日
本
画
の
最
高
峰
・
平
山

郁
夫
の
作
品
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
舞

台
に
し
た
「
老
人
」
、
美
術
の
大
衆

化
、
民
衆
芸
術
運
動
に
尽
力
し
、
ク

レ
パ
ス
を
世
に
広
め
た
山
本
鼎
の
絶

筆
「
海
」
…
…
。

味
わ
い
深
い
作
品
ば
か
り
で
、
新

居
さ
ん
の
絵
に
か
け
る
思
い
と
美
学

が
み
え
る
。
在
庫
は
地
下
２
階
、
同

３
階
に
も
あ
り
１
４
０
～
１
５
０
点

に
な
る
。

「
目
を
養
う
に
は
？

そ
れ
は
と

に
か
く
見
る
体
験
を
増
や
す
こ
と
に

尽
き
ま
す
ね
。
絵
は
現
物
の
情
景
を

越
え
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
」
と
絵
画

が
持
つ
力
を
語
っ
た
。

創
業
は
関
東
大
震
災
（
１
９
２
３

年
）
の
少
し
前
。
９０
年
を
超
え
る
老

舗
だ
。
新
居
さ
ん
の
大
祖
父
は
立
正

大
学
の
学
祖
で
あ
る
・
新
居
日
薩
上

人
。「

創
業
当
時
は
神
田
錦
町
の
電
気

通
信
大
学
近
く
で
店
を
構
え
て
い
た

ん
で
す
よ
。
震
災
で
被
災
。
神
田
神

保
町
に
移
り
ま
し
た
」
と
新
居
さ
ん

の
姉
・
協
子
さ
ん
。

新
居
さ
ん
が
店
を
継
い
だ
の
は
戦

後
で
、
客
は
近
所
の
絵
画
好
き
か
ら

田
中
角
栄
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
ら
各
界

の
大
物
も
。
ゲ
イ
ツ
は
ぶ
ら
り
と
同

店
に
立
ち
寄
り
ピ
カ
ソ
の
絵
を
購
入

し
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

新
居
さ
ん
の
薫
陶
を
受
け
た
作
家

は
数
え
切
れ
な
い
。「
若
い
人
に
は
、

無
駄
に
見
え
る
時
間
こ
そ
大
事
。
無

駄
の
中
か
ら
�
本
も
の
�
が
分
か
り

ま
す
か
ら
ね
」。

※
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
信
画
堂
」

∥
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
１

の
１１
☎
０３
・
３
２
９
１
・
２
０
３
４

１０
時
～
１７
時
。
日
曜
定
休
。

▲ 森田 隼人氏

▲ 五十嵐 豪氏

��２５

アートショップ「信画堂」

学生・卒業生らが祝う学生・卒業生らが祝う

▲ 講演する黒岩彰さん（右）と加藤茂夫教授

黒
岩
彰
氏

ら
Ｏ
Ｂ
３
氏

後
輩
に
成
功
秘
話
披
露

▶

オ
ー
ナ
ー
の
新
居
邦
雄
さ
ん

∥
信
画
堂
の
地
下
画
廊
で

路地裏の小さな画廊 Ｂ・ゲイツも訪れた

経営学部創立５０周年

盛
大
に
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

▲ 福原康司ゼミの４人によるプレゼンテーション

▲ 記念祝賀会で

▲ マンドリンクラブの演奏

▲ アカペラを聴かせてくれた Emo Hill

▶

信
画
堂
の
店
頭
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